
4 日 ＞
23 P

（45～67）

日 ＞
26 P

（19～44）

4 神 幸 祭 ・ 還 幸 祭 ＜ 8 月

3 神 幸 祭 ＜ 8 月 3

2 日 ＞
10 P

（9～18）

日 ＞
8 P

（1～8）

2 例 祭 ＜ 8 月

1 お 宮 参 り ＜ 8 月 1

神 幸 祭

＜ 8 月 3 日 ＞

4 日 ＞ 年番 ： 田中町
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○ 和田町様・明神町様立会により取付ける　　（各町供奉順） 前 駆 担 当
風 流 物 担 当

明 神 町 様

○ 和田町様・明神町様立会により取付ける　　（風流物順）

○ (定)　各町様供奉順表示板　明神町（呼び出し場所）に設置する

◎ 供奉順位町名板設置　　（前日許可を得、設置可能） 行 列 案 内 担 当 和 田 町 様

◎ 供奉順位表示板を設置する　　（前日許可を得、設置可能） 呼 出 担 当 和 田 町 様

○ (覚)　各町様供奉順表示板　和田町（呼び出し場所）に設置する 前 駆 担 当
風 流 物 担 当

明 神 町 様

◎ 供奉順位表の配布をする 報 導 担 当 各 町 様

○ 各町様及び風流物の供奉順位表を各祭典・若連事務所に配布する

口上
「年番より報道に参りました。行列における各町様順位表示板及
び抽選順位町名板と御祭禮日程表用の設置に参りましたのでお
立合いを宜しくお願い致します」

◎ 供奉順位表を作成する 記 録 担 当
書 記 担 当

年 番 事 務 所

○ 各町様及び風流物の供奉順位表の作成をする

○
両町様に各町様供奉順位表示板の設置(呼出場所）及び
各町様供奉・風流物順位町名板の設置のためお立会いの報道を出す

明 神 町 様

風流物供奉順位町名板　２組作成（針金20cm　ｘ　20本）

＊（予備針金30cm　ｘ　20本）

◎ 和田町様、明神町様に報道する 報 導 担 当 和 田 町 様

会計処理をする

◎ 各町供奉順町名板を作成する　　（前もって確認必要） 総 務 担 当

○ 各町様供奉順位町名板　２組作成（針金20cm　ｘ　20本） 行 列 案 内 担 当
風 流 物 担 当○

○ ＊（町内会計、天満宮会計、事務所、応接渉外、庶務、報導の各担当）

左 記 担 当○ 御祝、お神酒等をお預かりし、手拭をお返しする

○ 各町様屋台を接待し、お神酒料をお渡しする

○

○ 昼食・夕食の手配及び飲物・氷の手配をする
食 糧 担 当

応 接 渉 外 担 当

◎ 下記担当は正装にて年番事務所に集合する 町 内 会 計 担 当

○ 本日の使用する車両の確認・手配をする

○ AM9：00迄に天満宮へ飲物を届ける（お宮番担当には別に手配） 食 糧 担 当

8:00 ◎ 平服にて年番事務所へ集合 総 務 担 当 年 番 事 務 所

○ 各係より本日の奉仕人数を確認し、総務及び食糧担当へ報告する 連 絡 担 当

6:00 ◎ 天満宮宿営者を交代する お 宮 番 担 当 天 満 宮

○ 正装し、堤燈持参で天満宮宿営者と交代する

神 幸 祭 3 - 1

時　間 業　　務 担　当 場　所

日 ～ 4 日 ＞

8 月 3 日 （土）
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泉 町 様

口上
「年番より報道に参りました。御神幸行列の休憩を泉町様で致し
ますので宜しくお願い致します」

○ 釈迦町様・元町様へ　御神輿引継ぎの儀の報道をする

報 導 担 当

口上
「年番より報道に参りました。　本日午後５時４５分、天満宮大鳥
居前にて御神輿の引継ぎの儀へのお立合いを宜しくお願い致し
ます」

○ 泉町様へ　神幸祭行列の休憩の報道をする

報 導 担 当

○ 釈迦町様・元町様へ　御神輿お綱掛け立合いの報道をする

報 導 担 当

釈 迦 町 様

口上
「年番より報道に参りました。本日午後２時より御神輿緋綱お掛け
を執り行いますのでお立合いを宜しくお願い致します」

元 町 様

○ 釈迦町様へ　御神輿お綱掛け依頼の報道をする

報 導 担 当

釈 迦 町 様

口上
「年番より報道に参りました。本日午後２時より御神輿緋綱お掛け
を執り行って頂きますよう宜しくお願い致します」

○ 緋綱を釈迦町様祭典事務所に届ける　

左 記 担 当＊（神輿受渡担当、神輿警護担当、報導担当）８名

○ ＊この時、御神酒２本、サラシ５反を同時に届ける

10:20 ◎ 御神酒３本持参し、天満宮より緋綱を受取り年番事務所へ 神 輿 受 渡 担 当 天 満 宮

◎ 報道    （釈迦町様への報道は一括で良い、但し文書を添付する）   P102 報 導 担 当 年 番 事 務 所

「いろいろお手数をおかけいたしますが、警備の方よろしくお願い致します」

◎ 六町目様に助成金各２０万円を届ける 天 満 宮 会 計 担 当 六 町 目 様

◎ 元町様に助成金各２０万円を届ける 天 満 宮 会 計 担 当 元 町 様

10:00 ◎ ひたちなか東警察署（交通課長他）に挨拶する 総 代 警 察 署

9:50 ◎ 下記の各担当は正装にて年番事務所に集合する 総 務 統 括 担 当 年 番 事 務 所

○ ＊（総務統括、総務、神輿受渡、神輿警護、書記、記録、交通、前駆、獅
子警護、行列案内、呼出、受付、連絡、食糧、お仮殿の各担当）

左 記 担 当

◎ 交通担当は各係に協力し交通整理に当たる 交 通 担 当 各 所

◎ 作業終了後、年番事務所に集合し一旦解散する 総 務 担 当 年 番 事 務 所

◎ 御腰掛 テントの設営　（ダスキンレンタリースで設置可能） 獅 子 警 護 担 当 御 腰 掛

○
御腰掛前にテント１張、テーブル3台用意する（軽トラ用意）

白 丁 担 当
お 仮 殿 担 当

○ 県信前に警備本部用テント１張、テーブル3台、椅子１5脚を用意する
（軽トラ用意）、仮設ﾄｲﾚ１基

白 丁 担 当
お 仮 殿 担 当

県 信 前

○ リース品は返却する

◎ 警備本部 テントの設営　（ダスキンレンタリースで設置可能） 獅 子 警 護 担 当 警 備 本 部

8:00 ◎ 例祭に使用したテント、椅子、テーブル等を撤去し境内清掃をする お 宮 番 担 当 天 満 宮

○ ＊ダスキンレンタリースで撤去可能 稚 児 ・ 手 古 舞
行 列 担 当
救 護 担 当

3 - 2

時　間 業　　務 担　当 場　所

4 日 ＞

8 月 3 日 （土） 神 幸 祭

＜ 8 月 1 日 ～
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○ お手拭を各自に渡し、使用後は容器に入れて頂く

○ 中の鳥居内側左右に整列しお迎えする お 迎 え 担 当

お 宮 番 担 当○ ＊脱帽して「ご苦労様です」と声をかける

○ 釈迦町様若衆、両宮元町様が案内により、お着きになる 稚 児 ・ 手 古 舞
救 護 担 当

左 記 担 当
○ 係員は、お手洗水をお掛けする

＊（稚児・手古舞行列担当、救護担当、応接渉外担当）

御 仮 殿

13:20 ◎
年番立会者着座につき、釈迦町若衆、両宮元町様をお迎えの為、橋の内
側左右に整列しお迎えする（２名は馬場先T字路にてお迎えする）

天 満 宮

左 記 担 当
○ 脱帽して「ご苦労様です」と声をかける

＊（受付担当、前駆担当、連絡担当、行列案内担当）

○ 白丁到着後、白丁へ飲物の手配をする 食 糧 担 当

13:00 ◎ お仮殿担当３名は天満宮を出発し、御仮殿へ到着後、各所の点検と清掃を
行い神幸祭行列の到着を待つ

お 仮 殿 担 当

◎ お綱掛けの儀　飲物（タル）を届ける 食 糧 担 当

12:40 ◎ 白丁迎えのため、出発する 白 丁 担 当

天 満 宮

○ ＊（総務統括、総務、神輿受渡、神輿警護、書記、交通、前駆、獅子警
護、報導、行列案内、呼出、受付、連絡、天満宮会計、食糧、お仮殿、白
丁、稚児・手古舞行列、救護、お迎え、お宮番、風流物　の各担当）

左 記 担 当

○ 事務所、応接渉外、庶務、町内会計、記録は事務所にて、応接及び会
計・事務処理にあたる

左 記 担 当
○

＊（記録担当、事務所担当、応接渉外担当、庶務担当、町内会計担当）

◎ 交通担当を先頭に整列し各自堤燈持参の上、天満宮へ出発する 交 通 担 当

12:30 ◎ 年番奉仕員は天満宮到着後、総代に合せて参拝する 総 務 統 括 担 当

＊安全協会は１日１人￥1,000　ｘ　２日分を支払う　 町 内 会 計 担 当

○ 午後の予定の確認をしておく事　　 総 務 担 当 年 番 事 務 所

○ お宮番担当へ昼食を届け、昼食にさせる 応 接 渉 外 担 当
お 宮 番 担 当

天 満 宮

○ 警備本部へ　昼食・飲物を届ける（警察署の署員分を含める） 警 備 本 部

警 察 署○

11:00 ◎ 係員全員の昼食を手配し、昼食にする
食 糧 担 当
庶 務 担 当

年 番 事 務 所

10:30 ◎ 下記の各担当は正装にて年番事務所に集合する 総 務 統 括 担 当 年 番 事 務 所

○ ＊（白丁、稚児・手古舞行列、救護、お迎え、お宮番、風流物　の各担
当）

左 記 担 当

3 - 3

時　間 業　　務 担　当 場　所

4 日 ＞

8 月 3 日 （土） 神 幸 祭

＜ 8 月 1 日 ～
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総 務 担 当 警 備 本 部

「いろいろお手数をおかけいたしますが、警備の方よろしくお願い致します」

＊脱帽して「ご苦労様です」と声をかける

＊（受付担当、前駆担当、連絡担当、行列案内担当）

○ お綱掛けの儀終了

15:00 ◎ 警備本部に挨拶する

口上 「お立合い有り難うございました」

○ 御神酒頂戴　　 総 務 統 括 担 当

14:00 ◎ 釈迦町若衆、両宮元町様をお迎えと同じ場所に整列してお見送りする

左 記 担 当
○

①
年番町総代は釈迦町様若衆に御神酒３本を持ってお礼の挨拶をす
る

口上 「お綱掛け有り難うございました」

② 年番町総代は釈迦町様、元町様にお立会のお礼の挨拶をする　

○ 釈迦町様若衆により、お綱掛けの儀　　　　

○ 釈迦町様若衆代表、年番町にお綱掛け相済みの挨拶をする　　 釈 迦 町 若 衆 代 表

○ 総代お礼の挨拶 総 代

○ 祭儀　　 宮 司 様

○
祭儀終了後、釈迦町様若衆により御神輿を拝殿中央に移動する
（馬は中）

釈 迦 町 若 衆

口上 「御神輿のお綱掛けお願い申し上げます」

② 総代は釈迦様、元町様前に移動し挨拶する

口上 「御神輿のお綱掛けの立合いよろしくお願い致します」

④ 宮司　　　　　　　　は向って右側上部に着座する

○ 総代挨拶 総 代

① 総代は釈迦町様若衆前に移動し挨拶する

① 釈迦町様若衆　　は向って右側に着座する

② 両宮元町様　　　は向って左側に着座する

③ 年番町　　　　　　は向って左側後方に着座する

13:30 ◎ お綱掛けの儀 総 務 統 括 担 当 天 満 宮

○ 着座 総 務 担 当

3 - 4

時　間 業　　務 担　当 場　所

4 日 ＞

8 月 3 日 （土） 神 幸 祭

＜ 8 月 1 日 ～
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16:45 ◎
稚児・手古舞、付き添いは天満宮へ出発する

稚 児 ・ 手 古 舞
行 列 担 当
救 護 担 当

天 満 宮

◎ 天満宮準備は（3-6-1）　明神町準備は（3-6-2）へ

○ 記録、町内会計、事務所、応接渉外、庶務の各担当は年番事務所にて
夕食にする

左 記 担 当

年 番 事 務 所

＊（記録担当、町内会計担当、事務所担当、応接渉外担当、庶務担当）

○ 金棒、拍子木・町印、白丁は（   コミセン      ）に集合し夕食にする
左 記 担 当 コ ミ セ ン

＊（白丁担当、救護担当、応接渉外担当）

○ お宮番担当は天満宮にて夕食にする　 お 宮 番 担 当 天 満 宮

○ お仮殿担当は御仮殿にて夕食にする　 お 仮 殿 担 当 御 仮 殿

16:00 ◎ 夕食 食 糧 担 当

○ 係員全員（　コミセン　　）にて夕食にする　 食 糧 担 当 コ ミ セ ン

15:30 ◎ 各町風流物が明神町集合の際、供奉順に整列できる様協力に当る 風 流 物 担 当 明 神 町

○ 誘導後、各係と合流し夕食とする 食 糧 担 当 磯 良 ビ ル

15:20 ◎ 稚児・手古舞、付き添いは（ 年番事務所）に集合する 風 流 物 担 当 明 神 町

15:30 ○ 磯良ビルへ移動し、夕食とする

○ 警察署、警備本部へ夕食の手配、配達をする
警 察 署

警 備 本 部

○ 天満宮及び御仮殿には飲物と氷は前もって運んでおく　（供奉行列用）
天 満 宮
御 仮 殿

○ お仮殿担当(３名）へ夕食・飲物の手配、配達をする 御 仮 殿

○ 稚児・手古舞夕食・飲物（タル）の手配、配達をする 磯 良 ビ ル

○ 事務所奉仕員（お手伝いを含む）夕食・飲物（タル）の手配、配達をする 応 接 渉 外 担 当

○ お宮番担当へ夕食・飲物の手配、配達をする 天 満 宮

15:00 ◎ 食糧の手配　　　　　　　　　　　（＊業者への依頼も可能） 食 糧 担 当 年 番 事 務 所

○ 奉仕員夕食・飲物（タル）の手配、配達をする 庶 務 担 当

3 - 5

時　間 業　　務 担　当 場　所

4 日 ＞

8 月 3 日 （土） 神 幸 祭

＜ 8 月 1 日 ～
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17:30 ◎ 御旅所の警備をする お 仮 殿 担 当 御 旅 所

○ 御旅所付近の不法駐車への注意をする

17:30 ◎ 御仮殿の警備をする お 仮 殿 担 当 御 仮 殿

○ 御仮殿付近の不法駐車への注意をする

○ 御仮殿の高張堤燈の点灯を確認する お 仮 殿 担 当 御 仮 殿

○ 御旅所の高張堤燈の点灯を確認する（自動点灯であるが点灯の確認） お 仮 殿 担 当 御 旅 所

○ 天満宮固定の高張堤燈に点灯する　　（電池の明るさの注意） お 宮 番 担 当 天 満 宮

○ 白丁の行列高張堤燈に点灯する　　（電池の明るさの注意） 白 丁 担 当 天 満 宮

②
御中座に御神輿台（馬は中）の設営、御中座祭儀用太鼓の設置をす
る

○ 各係員は天満宮出発の供奉順序の確認と各員の点呼をする 総 務 担 当

17:30 ◎ 高張堤燈の点灯 お 宮 番 担 当

○ 御神輿台車の移動準備 神 輿 受 渡 担 当

① 御神輿の引継ぎを行うため台車を大鳥居の下に移動準備する 神 輿 警 護 担 当

○ 事務所担当、応接渉外担当、庶務担当は事務所で応接及び整理に当
たる

事 務 所 担 当
応 接 渉 外 担 当
庶 務 担 当

年 番 事 務 所

○ 白丁担当は白丁の指示に当り、部所の確認をする 白 丁 担 当 天 満 宮

＊（総務統括、総務、稚児・手古舞行列、救護、白丁、神輿受渡、神輿
警護、食糧、書記、天満宮会計、交通　の各担当）

左 記 担 当

○
記録担当及び町内会計担当は事務・会計処理後、天満宮で合流する

記 録 担 当
町 内 会 計 担 当

天 満 宮

17:00 ◎ 天満宮出発準備　　　　　　（3-5）から 総 務 統 括 担 当 天 満 宮

○ 年番奉仕員、金棒、拍子木、町印、稚児・手古舞の準備確認 総 務 担 当

3 - 6 1

時　間 業　　務 担　当 場　所

4 日 ＞

8 月 3 日 （土） 神 幸 祭

＜ 8 月 1 日 ～
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○ 風流物担当は、風流物の案内をし、供奉行列及び風流物全てが出発し
たのを見届け泉町付近で合流する

風 流 物 担 当

○ 交通⇒前駆⇒行列案内⇒六町目様役員・獅子⇒責任役員様⇒纏 和田
町様⇒第１番町○○町様⇒第２番町○○町様・・・の供奉順で出発する 左 記 担 当

＊（交通担当、行列案内担当、獅子警護担当、報導担当、前駆担当）

○ 明神町の係員は（定）の下で各町様を見送った後　風流物担当を残し
て、天満宮馬場へ直行整列し、天満宮出発の行列に参加する お 迎 担 当

左 記 担 当

＊（呼出担当、お迎担当、受付担当、連絡担当）

「獅子六町目様、責任役員様、纏 和田町様、第１番町○○町様、第２番
町○○様、・・・・」以下供奉順とする

◎ 供奉行列が明神町を出発する 前 駆 担 当

○ （＊別紙：「神幸祭行列明神町配置図」にて出発する）　　　P.31

○ 別紙の行列順序に、各町様を詰所から「呼出し前」まで順次案内する 報 導 担 当

○ ハンドマイク使用し、供奉行列出発呼び出しをする 呼 出 担 当

17:30 ◎ 町印行列案内　（明神町） 報 導 担 当

○ 花火を合図に供奉行列出発の案内をする 報 導 担 当

17:20 ◎ 各町様に間もなく出発する旨の案内に当る　　　　P.102 報 導 担 当

口上
「年番より報道に参りました。御神幸行列、午後５時３０分に出発
致しますので宜しくお願い致します」

○ お迎え担当は呼出担当の後方左右に整列する お 迎 え 担 当

○ 交通担当及び前駆担当は、行列順路の確認をする
交 通 担 当
前 駆 担 当

＊別紙：「神幸祭行列明神町配置図」参照　　P.31

○ 呼出し担当は、明神町呼出所（定）の場所に整列する 呼 出 担 当

＊供奉行列呼出担当は２名で当たり、ハンドマイク用意する

○ 獅子警護担当２名は獅子の左右で警護に当たる 獅 子 警 護 担 当

○ 交通⇒前駆⇒行列案内⇒供奉行列の順に整列する 前 駆 担 当

○ 各町様の供奉順を確認する 呼 出 担 当

○ 各町様風流物が風流物供奉順に到着したかを確認する 風 流 物 担 当

17:00 ◎ 明神町出発準備　　　　　　　　　（3-5）から お 迎 え 担 当 明 神 町

＊（交通、前駆、お迎え、呼出、風流物、獅子警護、行列案内、受付、連
絡、報道　の各担当）

3 - 6 2

時　間 業　　務 担　当 場　所

4 日 ＞

8 月 3 日 （土） 神 幸 祭

＜ 8 月 1 日 ～
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＊個人毎に管理する為、袋と箱（ダンボール）を用意する

○ 太鼓、賽銭箱、馬、工具（ラジェット）、胡床を３０個を御仮殿へ運ぶ 庶 務 担 当

○ ＊御神輿は花火とともに馬場先T字路を18時に出発する お 神 輿 受 渡 担 当

○ 出御行列が出発すれば白丁私服を事務所へ運搬する 応 接 渉 外 担 当

○ 責任役員様、纏 和田町様、供奉各町役員様へ一旦停止の依頼をする 報 導 担 当

口上
「年番より報道に参りました。　行列出発した後、天満宮よりの
行列と合流のため、馬場先入口Ｔ字路手前にて、暫くお待ち下
さるよう、　お願い致します」

○
天満宮からの行列は、獅子の後に続き、責任役員様⇒纏 和田町様⇒
以下各町供奉順は整列し合流を待つ

総 務 担 当

17:50 ○ 明神町出発行列は、馬場先Ｔ入口字路を通過し50m先で一旦止まる 前 駆 担 当

○ 責任役員様、各町役員様は、Ｔ字路手前で一旦止まり合流を待つ 報 導 担 当

○ 明神町出発の行列が、馬場Ｔ字路に到着を確認し合図する 報 導 担 当

○ 行列の順序を整え、馬場先にて出御を待つ 総 務 担 当

○ 呼出、お迎え、受付、連絡の各担当は明神町で各町様をお見送り後、
合流する お 迎 え 担 当

左 記 担 当
＊（呼出担当、お迎え担当、受付担当、連絡担当）

○ 白丁担当は、威儀物、高張堤燈の行列順位を確認する 白 丁 担 当

○ ＊（町印⇒金棒⇒拍子木⇒稚児・手古舞⇒白丁⇒御神輿⇒・・・）

左 記 担 当
○

総指揮、総代、稚児・手古舞、奉仕員の順で天満宮馬場に２列に整列す
る

＊（総務統括、総務、稚児・手古舞行列、救護、白丁、神輿受渡、神輿
警護、食糧、書記、記録、町内会計、天満宮会計、交通　の各担当）

○ 御神輿引継ぎの儀終了と同時に、御神輿の前後左右に８名が警護にあ
たる

神 輿 警 護 担 当

17:50 ◎ 神幸祭行列順序は別紙、「神幸祭行列天満宮配置図」の通り整列するP.28 総 務 担 当

○ 総代挨拶

口上 ｢御神輿のご検分をお願い致します｣

口上 ｢御神輿お引受いたします｣

○ 両宮元町様による、御神輿の検分が行われる 釈 迦 町 様
元 町 様○ 両宮元町様立合いの上、年番町に御神輿の引継ぎが行われる

○ 年番町総代、これを受けてお引き受けの挨拶をもってお引き受けする 総 代

○ 御祈祷後、釈迦町若衆様により御神輿は御中座より大鳥居下の台車上
に奉安される（御中座より大鳥居下の間、釈迦町様がもむことがある）

釈 迦 町 若 衆 様

17:45 ◎ 御神輿の引継ぎの儀 神 輿 受 渡 担 当

○ 御神輿が御中座にお入りの際、神輿警護担当２名は台（馬は中）を置く 神 輿 警 護 担 当

＊御中座前左右の注連笹竹は上げないように高いものにする

○ 御中座に奉安し、宮司が御祈祷する 宮 司 様

17:30 ◎ 執り行われる祭儀に列座する 神 輿 受 渡 担 当 天 満 宮

○ 祭儀終了後、釈迦町若衆様により御神輿が出社される 釈 迦 町 若 衆 様

3 - 7

時　間 業　　務 担　当 場　所

＞
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報 導 担 当

＊ 御仮殿に向かう（3-9-1）、和田町中通に向かう（3-9-2）、御旅所に向か
う（3-9-1）へ

○ 供奉行列の通過を待つ風流物に、行列が通過するまで鳴り物を止めて
欲しい旨、お願いする

＊（常陽銀行-花菱楽器店-松下洋品店 通過時も同じく、供奉順路内に
風流物が入らないよう整理に当り、行列が通過するまで鳴り物を止めて
欲しい旨、お願いする）

○ 泉町出発後６名の報導担当を残して、他の報導担当は御仮殿に直行
し、御仮殿前に整列し御神輿をお迎えする

口上
「年番より報道に参りました。出発致しますので宜しくお願い致
します」

○ 供奉行列が泉町に入った時点で、五丁目交差点から供奉順路内に風
流物が入らないよう整理に当る

交 通 担 当

18:50 ◎ １０分の休憩後、先頭係員は出発の合図を伝達する　　P.102 報 導 担 当 泉 町

○ 各町様に出発の依頼をする

○ 前方の合図を受け、後方に次々と伝達する

（六町目様→責任役員様→和田町様→供奉順の各町様）

○ 各町様に休憩の依頼をする

口上
「年番より報道に参りました。ここで１０分間休憩致しますので
宜しくお願い致します」

18:40 ◎ 供奉行列が泉町魚徳前にお着きになった時点で休憩となる 報 導 担 当 泉 町

○ 先頭の報導担当は、各町付きの係員に、堤燈を高く上げて廻して休憩
の合図とする　　（合図の方法は共通）

⑤
供奉行列の報道が円滑にできるよう担当町を決め、常に担当町様と
同行する　　(担当町は１組２名位がよい）

⑥
供奉行列が円滑に進行する為、順路の角々にて、侵入車が無い様
交通整理に当る

交 通 担 当

⑦ 行列出発後、天満宮から太鼓を運び、御仮殿へ設置する お 仮 殿 担 当

③

馬場先から六町目獅子様の次に「天満宮出発の行列」が続き、責任
役員様⇒纏 和田町様⇒第一番町○○町様⇒以下各町供奉順とな
る

行 列 案 内 担 当

④ 報導担当は供奉行列の右側に同行する 報 導 担 当

① 六町目様に出発の伝達をする 報 導 担 当

② 馬場先入口T字路手前に待機している責任役員様、和田町様、各町
様に出発の依頼をする

口上 「年番より報道に参りました。ご出発お願い致します」

18:00 ◎ 花火を合図に出御行列が天満宮を出発する 総 務 担 当 天 満 宮

○ 供奉行列出発を行列案内担当へ指示する　　P102 報 導 担 当

3 - 8

時　間 業　　務 担　当 場　所

＞
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⇒

御神輿
宮司正装

（神職随員）
天満宮

責任役員様
⇒ ⇒ ⇒

稚児・手古舞
救護担当

白丁担当
お神輿受渡・

警護担当
⇒ ⇒ ⇒

年 番 事 務 所

交通担当
稚児・手古舞

行列担当
稚児・手古舞⇒ ⇒ ⇒

○ 和田町供奉順位表示板前で、各町様通過の際、お礼の挨拶をする お 迎 え 担 当

＊（総務、白丁、食糧、書記、記録、町内会計、天満宮会計、交通、前
駆、獅子警護、報導、呼出、受付、お迎え、連絡　の各担当)

左 記 担 当

20:00 ○ 和田町中通を通過した白丁、金棒、拍子木、町印は解散し、係員は交
通担当を先頭に整列し、年番事務所に移動する

前 駆 担 当

○ 御神輿奉安が終了すれば、救護担当、稚児・手古舞行列担当は、稚
児・手古舞を年番事務所に送り、事務所で待機する

稚 児 ・ 手 古 舞
救 護 担 当
行 列 担 当

年 番 事 務 所

○ 神輿受渡担当、神輿警護担当、白丁担当、交通担当は御神輿奉安が
終了後、和田町供奉順位表示板前に直行し、和田町へ向かった係員に
合流する

左 記 担 当
和 田 町

○ 神輿受渡担当、神輿警護担当、白丁担当にて御神輿を御仮殿に奉安
する

神 輿 受 渡 担 当
左 記 担 当

○ 御仮殿下中央に賽銭箱と御神酒をを用意する
お 仮 殿 担 当
食 糧 担 当○ 御神酒頂戴のため、御神酒3本、紙コップ100個用意する

御 仮 殿

御仮殿 ○　○　○　○　○　○　○

左 記 担 当
○　○　○　○　○　○　○

（白丁、神輿受渡、神輿警護、交通、稚児・手古舞行列、救護、行列案
内　の各担当)

＊（白丁、お神輿受渡、お神輿警護、交通、稚児・手古舞行列、救護
の各担当)

左 記 担 当

19:10 ○ 御仮殿へ到着した行列の稚児・手古舞は金棒をつきながら、年番係員
とともに御仮殿前両側に整列し、御神輿をお迎えする お 仮 殿 担 当

＊七丁目　谷田部浴場Y字路で行列は、（御仮殿、和田町、御旅所）に
分岐する　（別紙：神幸祭行列　順路　（七丁目分岐点Ⅰ）参照）

左 記 担 当

七 丁 目

＊（総務統括、総務、白丁、神輿受渡、神輿警護、食糧、書記、記録、町
内会計、天満宮会計、交通、前駆、獅子警護、報導、稚児・手古舞行
列、救護、行列案内、呼出、お迎え、受付、連絡、風流物　の各担当)

① 御仮殿に向かう行列（稚児・手古舞、御神輿、宮司）は、七丁目谷田
部浴場Y字路を右に直進し御仮殿に向かう

稚 児 ・ 手 古 舞
行 列 担 当

18:50 ◎ 御仮殿に向かう供奉行列順路　　（別紙：神幸祭行列順路参照）　　P.37 前 駆 担 当 泉 町

○ 泉町出発、桜井造花店右折⇒（・・・）⇒本通り直進⇒七丁目交差点右折

3 - 9 1

時　間 業　　務 担　当 場　所

＞

8 月 3 日 （土） 神 幸 祭
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○ お仮殿担当は交代で御仮殿の宿営をする お 仮 殿 担 当 御 仮 殿

年 番 事 務 所

20:00 ○ お宮番担当は交代で天満宮の宿営をする お 宮 番 担 当 天 満 宮

20:00 ○
和田町中通を通過した白丁、金棒、拍子木、町印は解散し、係員は交
通担当を先頭に整列し、年番事務所に移動する

前 駆 担 当

○ 年番事務所に移動後、白丁担当は夜食後、賃金う支払い、白丁を送る
白 丁 担 当
渉 外 ・ 庶 務 担 当

第 2 番 町
役 員 様

・ ・ ・ ・
以 下

各 町 役 員 様
⇒ ⇒ ⇒

⇒

橿 原 神 宮
責 任 役 員 様

和 田 町
役 員 様

第 １ 番 町
役 員 様⇒ ⇒ ⇒ ⇒

獅 子
金 棒
年 番 町 印
拍 子 木

年 番 総 員⇒ ⇒ ⇒

交 通 担 当 前 駆 担 当
六 町 目
役 員 様

⇒ ⇒ ⇒

＊（総務統括、総務、食糧、書記、記録、町内会計、天満宮会計、交
通、前駆、獅子警護、報導、呼出、受付、お迎え、連絡、風流物　の
各担当)

○ 年番町は和田町供奉順位表示板に整列し、供奉行列の各町様が通過
する際　　「ご苦労様でした」とお礼の挨拶をする

呼 出 担 当

左 記 担 当
（総務統括、総務、白丁、食糧、書記、記録、町内会計、天満宮会計、交
通、前駆、獅子警護、報導、呼出、受付、お迎え、連絡、風流物　　の各
担当)

＊七丁目　谷田部浴場Y字路で行列は、（御仮殿、和田町、御旅所）に
分岐する　（別紙：神幸祭行列　順路　（七丁目分岐点Ⅱ）参照）

左 記 担 当

七 丁 目

＊（総務統括、総務、白丁、神輿受渡、神輿警護、食糧、書記、記録、町
内会計、天満宮会計、交通、前駆、獅子警護、報導、稚児・手古舞行
列、救護、行列案内、呼出、お迎え、受付、連絡、風流物　の各担当)

② 和田町に向かう行列（金棒、拍子木、町印）は、七丁目谷田部浴場Y
字路を左折直進し、海岸通りＴ字路を右折、和田町中通に向かい、
供奉順位表示板前を通過する

前 駆 担 当 和 田 町

左 記 担 当
＊中通りで各町様供奉順番町名板位置に町印を設置する

18:50 ◎ 和田町中通りに向かう供奉行列順路　（別紙：神幸祭行列順路参照）P.39 前 駆 担 当 泉 町

○ 泉町出発、桜井造花店右折⇒（・・・）⇒本通り直進⇒七丁目交差点右折

3 - 9 2

時　間 業　　務 担　当 場　所

4 日 ＞

8 月 3 日 （土） 神 幸 祭

＜ 8 月 1 日 ～

平 成 25 年 天 満 宮 御 祭 禮
38 年番 ： 田中町



○ 明日の天満宮係員・御仮殿係員・御神輿係員の人員を確認し、朝食を
手配する

食 糧 担 当

○
町内会計、天満宮会計、事務の各担当は本日の会計・事務をまとめる

町 内 会 計 担 当
天 満 宮 会 計 担 当

事 務 担 当

○ 各係長は年番事務所にて明日の確認をして解散する

○ 明日の使用する車両の確認・手配をする 連 絡 担 当

年 番 事 務 所

○ 「一日ご苦労様でした。あと一日よろしくお願い致します」

◎ 以上で、神幸祭一日目が終了 総 務 担 当

釈 迦 町 高 張 堤 燈
元 町 高 張 堤 燈

⇒

20:00 ◎ 総代挨拶 総 代

⇒ ⇒

年 番 高 張 提 燈
副 斎 主 禰 宣 正 装
年 番 高 張 提 燈

御 紋 高 張 堤 燈
御 紋 高 張 堤 燈

⇒ ⇒ ⇒

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

楽 師 七 力 奉 幣 奉 幣⇒ ⇒

⇒ ⇒ ⇒

社 名 旗 御 鉾 旗 神 職 狩 衣 太刀神職狩衣

＊威儀物、各種高張堤燈を○○様へ預け、年番事務所へ移動し待
機する　（帰りはバス使用も可能）＜例年は桶万さんへ年番でお願い
する＞

年 番 事 務 所

（白丁担当、行列案内担当、交通担当） 左 記 担 当

交通担当 前駆担当
行列案内

担当

年 番 高 張 堤 燈
猿 田 彦 大 神
年 番 高 張 提 燈

⇒

＊七丁目　谷田部浴場Y字路で行列は、（御仮殿、和田町、御旅所）に
分岐する　（別紙：神幸祭行列　順路　（七丁目分岐点Ⅲ）参照）

左 記 担 当

七 丁 目

＊（総務統括、総務、白丁、神輿受渡、神輿警護、食糧、書記、記録、町
内会計、天満宮会計、交通、前駆、獅子警護、報導、稚児・手古舞行
列、救護、行列案内、呼出、お迎え、受付、連絡、風流物　の各担当)

20:00 ③ 和田町に向かう行列から離れ、御旅所に向かう行列（威儀物、各種
高張堤燈、釈迦町、元町、白丁担当、行列案内担当、交通担当）は、
海岸通りＴ字路で海岸通りＴ字路を左折し、御旅所に向かう

行 列 案 内 担 当 御 旅 所

18:50 ◎ 御旅所に向かう供奉行列順路　（別紙：神幸祭行列順路参照）　P41 前 駆 担 当 泉 町

○ 泉町出発、桜井造花店右折⇒（・・・）⇒本通り直進⇒七丁目交差点右折

3 - 9 3

時　間 業　　務 担　当 場　所

4 日 ＞

8 月 3 日 （土） 神 幸 祭

＜ 8 月 1 日 ～
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0 分 年 番 事 務 所 到 着 年 番 事 務 所

白 丁 送 迎

年 番 事 務 所

21 時 30 分 自 衛 隊 出 発 自 衛 隊

22 時

分 磯 良 ビ ル 到 着

21 時 0 分 年 番 事 務 所 出 発

白 丁 送 迎 磯 良 ビ ル19 時 55 分 御 旅 所 出 発

20 時 0

50 分 御 仮 殿 出 発

屋台小屋前から（3往復）

19 時 30 分 御 仮 殿 出 発
稚 児 ・ 手 古 舞 送 迎 御 仮 殿 か ら （ 3 往 復 ）

19 時

16 時 45 分 天 満 宮 へ 出 発 稚 児 ・ 手 古 舞 送 迎

磯 良 ビ ル

15 時 30 分 コ ミ セ ン へ 出 発 白 丁 送 迎 磯 良 ビ ル か ら コ ミ セ ン

年 番 事 務 所

　

13 時 20 分 自 衛 隊 出 発 自 衛 隊

13 時

12 時 40 分 年 番 事 務 所 出 発

白 丁 お 迎 え

50 分 磯 良 ビ ル 到 着

40 分 年 番 事 務 所 到 着

19 時

月 日 時 間 行 程 用 途 備 考

8 月 3 日 （ 土 ）

平成２５年天満宮御祭禮　マイクロバス運行表① 年番 ： 田中町

20:20 屋台小屋前解散 屋 台 小 屋

19:45 年番事務所到着 （貸切バス） 年 番 事 務 所

20:10 お土産受け取り 屋 台 小 屋

19:10 御仮殿へ行列到着 御 仮 殿

19:30 御仮殿前出発（３往復） （貸切バス） 御 仮 殿

18:00 天満宮前から行列出発 天 満 宮

18:40 泉町にて休憩 泉 町

16:45 年番事務所出発（３往復） （貸切バス） 天 満 宮

17:15 天満宮前にて行列準備 天 満 宮

15:20 年番事務所集合 年 番 事 務 所

15:30 磯良ビルにて夕食 磯 良 ビ ル

日 （土） 年番 ： 田中町

時 間 内 容 場 所
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天 満 宮 御 祭 禮 稚 児 ・ 手 古 舞 日 程 表

平成 25年 8 月 3



0 分 年 番 事 務 所 到 着 年 番 事 務 所

白 丁 送 迎

年 番 事 務 所

21 時 30 分 自 衛 隊 出 発 自 衛 隊

22 時

分 磯 良 ビ ル 到 着

21 時 0 分 年 番 事 務 所 出 発

白 丁 送 迎 磯 良 ビ ル19 時 55 分 御 旅 所 出 発

20 時 0

50 分 御 仮 殿 出 発

屋台小屋前から（3往復）

19 時 30 分 御 仮 殿 出 発
稚 児 ・ 手 古 舞 送 迎 御 仮 殿 か ら （ 3 往 復 ）

19 時

16 時 45 分 天 満 宮 へ 出 発 稚 児 ・ 手 古 舞 送 迎

磯 良 ビ ル

15 時 30 分 コ ミ セ ン へ 出 発 白 丁 送 迎 磯 良 ビ ル か ら コ ミ セ ン

年 番 事 務 所

　

13 時 20 分 自 衛 隊 出 発 自 衛 隊

13 時

12 時 40 分 年 番 事 務 所 出 発

白 丁 お 迎 え

50 分 磯 良 ビ ル 到 着

40 分 年 番 事 務 所 到 着

19 時

月 日 時 間 行 程 用 途 備 考

8 月 3 日 （ 土 ）

22:00 年番事務所帰着 貸切バス 年 番 事 務 所

平成２５年天満宮御祭禮　マイクロバス運行表① 年番 ： 田中町

21:00 年番事務所出発 貸切バス 年 番 事 務 所

21:30 自衛隊到着 貸切バス 自 衛 隊

20:30 年番事務所へ 年 番 事 務 所

20:30 夜食、賃金支払い 年 番 事 務 所

20:00 磯良ビルへ 貸切バス 磯 良 ビ ル

20:20 着替え 磯 良 ビ ル

19:50 御仮殿を出発 貸切バス 御 仮 殿

19:55 御旅所を出発 貸切バス 御 旅 所

19:10 御仮殿へ行列到着 御 仮 殿

19:30 御旅所へ行列到着 御 旅 所

18:00 天満宮前から行列出発 天 満 宮

18:40 泉町にて休憩 泉 町

16:00 夕食 コ ミ セ ン

17:00 天満宮前にて行列準備 天 満 宮

 着替え 磯 良 ビ ル

15:30 コミセンへ出発 貸切バス コ ミ セ ン

13:20 自衛隊前出発 貸切バス 自 衛 隊

13:50 磯良ビル到着 貸切バス 磯 良 ビ ル

田 中 町

時 間 内 容 場 所

12:40 年番事務所出発 貸切バス 年 番 事 務 所

天 満 宮 御 祭 禮 白 丁 日 程 表

平成 25年 8 月 3 日 （土） 年番 ：

43


